
特  
原著論文  

年度  （件）  

研究課題名  研究事礫    研究者代表者氏    書門的・学術的観点からの成果  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名  名  

開l終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  美 文 等  国 内  園 際   願 取  

得   

業務の可視化に時間㈹を加味した新  
たな業務分析手法であるタイムプロセス  

タイムスタディ等の定  スタディの開発．プライバシイを考慮し現  
王的な検討を踏まえ   場に負担の少ない無拘束非樟触で安価   

院内がん登録部門のタイムプロセススタ  がん医療水準均てん化推進事業の支援 を受け「がん医療における実務可視化   
ディ結果は，全国医療機関の当該部門  手法 

19  21  がん臨床研 究  大野 ゆう子  

的な配置や支援のあ  地域がん医療指欄としての集中化・均  8  25  55  22  48  23  0  0  l   
てん化および自治体別薇象徴性計等の  

催し．社会還元を行った   
り方に関する研究  

報告，これらはいずれも学問的に新たな  
領域を拓いたものである、   であった．  

呼吸器外来等における禁煙指導や薬  
たばこ対附こよる健   研究代表者および各研究分轄者が研究   屍・染店等と逢娩した禁煙指導体制の   神奈川県∴熟都府．山口恥こおいてた  研究推進車乗として、神奈州民、山口 県沖縄県で研修会を開催した山口 

県   
13  13  29  l  45  22  0  3  5   19  21  がん臨床研 究  林謙治       （王套当なし）                         康増進策の総合的な      成案について、論文・著書（英語合計  構築を通じて．禁煙指導に直接的に薫  

計22、国内学会合計亜）発表を行った。   た。   
ては、新聞およぴテレビにおいて報道さ  

に関する研究  
行った。  

れた。   

小松班ホームページ  
がん医療1こおける、医療／介護／地域連  Oltt9：／／cpath．urninjp／ind8X．htmZ）．がん  

携における問題点の抽出と、それらの  地域を基盤とし、がん愚者が住み慣れ  

がん医1動こおける医  解決法の一案が元された。共通システ  た自宅・地域でより安心して過ごすため  
虎と介護の連携のあ リ方に関する研究  19  21  がん臨床研 究  小松憶彦     ムを通じて．がん医療に携わる全ての 医療職／介護職が負捜増を伴うことなく  該当無し。  の医療／介護連携システムを構築するた  

めの、具体的なt子システムの隠要が  

よりよい医療と介護の連携が可能となる  捷示された。  に動かしましよう（DVD、冊子）。秋田県  

と考えられる。   内の敗カ所における市民公院議座「が  
んってなに？」の開催。   

小児がん綾験者の長期にわたる健康  
複頗層にわたって研究粗の活動が新聞  

小児がん治療患者の   
晩期合併症の早期発見、早期介入によ   やインターネットで取り上げられた。ま た学会でのシンポジウム一般むけ 

その体制整備に関す  19  21  がん臨床研 究  藤本純一助   チェックにより高い00Lを保つための仕   

る研究  価できると考ぇbれる。   ならびに一般の方々を対象として広報  
ネットワーク形成によリQOLに関する正   

高まった。  
活動を頻繁に行った。大変大きな反響  
があった。   
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特  
年度  原著論文  

く件）  

研究課題名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的嶺点からの成果   その他のインパクト  出  

Ⅶl索  
姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

待   

HTLV－1感染約60年を経て発症する  上記の著名人は、「ATLと闘う」と顆する  

ATLの5年生存率は約1仇と極めて予後 不良である。本研究班では、50才以上  新聞記事の中で、非血縁のボランティア  

の患者を対象として、血縁者末梢血を  
最近、著名人がATしを発症したことやウ  

成人丁細胞白血病（A  
イルスキヤリアに関する日赤デーうが発  

TL）に対する同種斡  

細胞移欄療腐の開発 とそのHTし∨－1排除  

機構の解明に関する  
研究   成果であると考えられる。臨床試験の縮 果は、3つの英文論文として公表されて おり、国際的にみても、移紺こ射する唯  

究班の結実が厚生労働行政に与える影  
－の前向き！越として意嶺が高いと思 われる 響は少なからずあると考えられる。   

。   のであり、社会的なイン′くクトも大である  
ことを示唆した。  と思われる。   

陣痛の補助療法に闇するエビデンスは  
世界的に乏しい。本研究では効果わ叩  
持されるGS療法に関して、算1，2相試  

なし   0  0  0  0  3    0  0  0   切除可能撞胆道領域 がんに対する補助療 法の研究  19  21  がん臨床研 究  二 騰     験が完遂され、補助療法としての容量 設定と安全性の確認がなされた。その 結果 、本療法に関する幕3相試験を美  
施し、新たなエビデンスを創出するため  
の基盤が形成された。   用量が示されたことになる。   

全体では治癒率が7（冷程度の達する■  
がん患者の中で、際だって予後不良の  
一群であるスキルスtがん（4型）およぴ  
大型3型■がんの予後改善の意義は極  

進行▼がんの生存率  めて大きい。従来の術後補助化学療法  

を向上させる標準的 治療法の開発に関す  特になし。   0  9  15  6  47  26  0  0  0   

る研究   と、再発の大半が鵬播種であることか ら考えると、手術前に微小な転移共をコ  
ントロールできる術前化学療法が理論  
的にも最適の治療と考えられ、それを評 価する試験がl駄！馴こ実施されているこ  

い 
と自体が大きな成果とえる。   つつあることへの手i附ま大きい。   

がん書門施軌こよる臨床腫ヰグループ が∵■がん手術の異なる術式を比較す  
る前向き大規模ランダム化繊を企画  

の505して了し 
し、予定伊】を登録終た。 1全掬における麻欄の意義を問うR（⊃T   

t上部癌手術におけ   

19  21  がんl注l東研 究  佐野 武  のえの 的に評価することが王妻である。本試農  

では、脾檎が安全に遂行された場合の 裡瘍学的な意義がRCTで示されることに なり 
、その結果を世界の外科医が注視し ている 

。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究誅僧名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  臨床的葡点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成美   その他のインパクト  出  

肌1終  
名  

始了  弔】 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   殿 取  
得   

小細胞肺がんは肺がんの15‰程度を占  
限局型小袖胞肺がんに対する標準治療  め、その半数は限局期である。我々は、 のによ 
は、エトボシド＋シスプラチン療法と加 速多分割部放射線療法の同時併用  

限局型小袖地肺がん  胸 である。これに日本独自のシスプラチン ＋ビンクリスチン＋ドキソルビシン＋エト  
に対する新たな棟溝 的治療の確立に閲す  
る研究   田村友秀       ポシド（CODE）毎週投与法あるいはアム ルビシン＋シスプラチン（AP）療法を追  

加する治療は、現時点で最も効果が期  
持される治療法であるとともに、世界的  
にも注月を▲めている。   する本研究は、肺がん診療の均てん化 およぴレベルアップに大きく貢献するも  

のと考える。   

身体各部位の固形癌切除後の組織再  
姐こは形成外科的な手技が多用されて  
いるが、施設や編者により再建方法に  術後合併症が少なくかつ．術後機能の  

生存率とQOLの向上  
本研究で得られた結果は、わが国で に 
は長年わたり多数の症例・経験を有  

6  27  37  ヰ  67  14  0  0  0   

を目指したがん切除 後の形成再建手技の 標準化  19  21  がん臨床研 究  中塚貴志    する施設・術者の検打続果であり，世界 的に見ても多数例の検討であり、高い 昔温性と妥当性を有すると考えられる 。  

ることが裏付けられたが、四肢・体幹で  
できる。   

は有茎皮弁・巌皮弁の適応症例も多  
かった。   

海外では、GVHDや感染症に対する標  近年、FCNやMMFの適応外債用例が急  
準治療として広く用いられているミコフェ  増しており、移橿領域での適応拡大が  

ノール酸モフェチル（MMF）．杭ヒトTリン  望まれている。FCNの適応拡大について  
パ球ウサギ免疫グロブリン（ATG）、ホス  厚労省・PMロAと計5回面談を行い∴冶  

治療関連合併症を滅  
おける適応外債用の現状を全国網主に  カルネットナトリウム（FCN）の我が鳳こ   

の向上を目指す掛  少させて同檀造血幹 細胞移穐後の生存率  的治療法の開発研究  19  21  がんl阻床研 究  福田 隆浩        より明らかにし、効能追加に直♯する多 施設共同臨床試験を行い、我が包独自 のエビデンスを確立することにより適応  
拡大を目指す。同種造血細胞移維後に  月に行った結果，MMFの全国使用状況  
厳格血糖管理を行うことにより感染症や  調査に加えて、薬物動態検査も含めた  
GVHOのリスクが減少する可能性につい  MMF予防に関する多施設共剛臨床試験  

て、世界でも初めて報告した。   1日分3経口投与が有用であることを報  を施行した後に適応拡大中！竃を行う方  

告〔た。   針となった。   ことは極めて正妻である。   

ぴまん性大維胞型B細胞リンパ隆  
（DL8Cし〉に対する標準的治療はR－  

CHOP療法である。しかし、リッキシマフ  

の至適併用療法は未確定。本研究は治  
症例登録が予定集蔵ペースを下回った  

療初期のリッキシマフ■中投与療法が   
悪性リンパ腫に対す   患に対する治癒率の高い治療法を開発   

について解析した結果、本試験への適 柊例は7ちと判明 
19  21  がん臨床研 究  堀ほl知光  

準的治療の確立  測した201と両説した。限局期症例割合 の増加が主な要因であり、早期診断が  
日されている。登録▲積ペースが予定を  
下回ったが、適格条件の変更を含むプ  

普及したことを示す結果として注目され  
ロトコール改訂により予定期Ⅶ内での完  る。   

了が期待されるとともに世界へのエビデ  
ンスの発信が期待できる。   
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特  
年座  

原著論文  
（件）  

研究課飽名  名   名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の関東   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

蘭†柊  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 脛   願 取  

得   

本研東班ではS－1の切除不能胆道がん  
に対する位置づけを明らかにするため、  

切除不能胆道がん患者の予後は極め  
て不良であり、その生存期間中央価は  

S－1は平成19年8月に胆道がんへの適  

と期待箋効割合15％を下回り、本刑の1  
応拡大が承認されたが．これまでランダ  

切除不能胆道がんに  6－7ケ月程度である。その成績を向上す るためには新しい有効な治療法の確立  

対する治療法の確立 に帥する研究  19  21  がん臨床刊 究  臭坂柘志      が求められており、全国親株の臨床試 験が必要である。本研究では我が国で  で開発された本則の胆道がんに対する 有用性を評価するために、エビデンスレ  
開発され、胆道がんにも期待されるS－1  
の有効性と安全性を評価した。  ベルの高い成東となることが期待されて  

いる。   受けて、兼Ⅲ相試験を予定しており、国  
際的にも重要な研究成果となることが考  
えられる。   

本研究におけるSMlしE療法の臨床！式験  

の重要な点は以下の3点である。ま一点  
は、ENKしという予後不良な疾患の棟讃  
治療を初めて確立したという点である．  

愚者向け′くンフレツトの作成を行った。  
兼二点はこれまで進行不可能と考えら  

3D  18  2  21  31  0  0  NK細胞謄≠劃こ対す る東アジア多国l都合 療研究  19  21  がん臨床研 究  鈴木律劇       れていた稀少血液疾患を対象とした鑓 床撼でも、前向き臨床！式戦が可能で あることを証明した点であり 、第三点  

は、東アジアにおける国際共同臨床試  関しては、現在NK腫瘍研究会のホーム  

験が実健司能であったという点である。  
ページでも公開している。   

このような試験方法の今後の推進が宴  
まれる。   

本研究を計画した平成16年当時、国内  
では未だFOしOFX療法の経験が無かっ  
たために前研究（H16カモん臨床一一般－  

032）で日本人の進行・再発大腸がんを  
平成20年度厚生労鋤科学研究・研究成  

対象としてFOげOX6療法の第2相舗  
果等一般向け発表会「進行・再発大勝  

大腸がん肝転移症例  がんの治療」平鹿2丁年2月？日於名古  
なし  屠市平成21年度厚生労働科学研究・研  の術後補助化学療法 に棚する研究  19  21  がん臨床研 究  加藤知行       を行い、その縮黒から大腸がん肝転移に 対する補助療法としてmFOしFOX6療法 を採用した 。本研究では肝転移切除例  究成果等一般向け発表会「大腸がん  

を対象としたmFOLFOX6療法の策2相  
治療の進歩」平成22年2月6日於名  

試験を行って．肝切除という過大な手術  
古畳市   

侵襲が及んだ症例に対するmFOしFOX6  
療法における減圭基掌を策定できた。   

抗悪性牲瘍莱分野の適応外債用薬剤  平成2†年2月22日（朝日新聞）、未承認  
である塩酸ノギテカンを用いた併用療法  菜一過応外粂の記事で、本研究班の活  
の臨床試験として、科学的・倫理的にも  動が紹介された。平成22年3月15日（産  
貢が確保され、かつ、将来的な薬事承   本研究成果をもって薬事承認申請を行     経新聞）、ドラッグラグ開始関連の新聞   

再発小児固形腫瘍に   認申請を行う事も視野に入れた研究者  ンを用いた臨床軌験を実施することで、  う書を視野に入れていたため、研究開始  配車の中に研究代表者のコメントが紹   
対する塩酸ノギテカン  現在、凱欄試験部分が継続中であるた  

】9  21  がん臨床研 究  坂本教  

療法の栗Ⅰ／Ⅱ相睦  分野においても応用されうる成果であ  剤とイホスファミドの併用療法が小児が  には寄与しない。   ！相錘部分の結果を基に、平成22年5  r再発小児がん患者に光を一新しいお   
床試験  る．小児がんという希少疾患分野におい  ん領域で試されるのは世界初の手であ  月lこ実際に高度医療申請を行う事を予  薬を届けるために－」（19年9月24日）、  

て、出来るだけ少ない症例数で結果を  定している。   「再発小児がん患者に光を－新しいお  

出すべく、臨床試験デザインとしてベイ  菜を届けるために～（笥2回）」（20年9月  
ズ流のcontlnUalr88SS8SSmOntm8血od  21日）、「治療開発の光と影」（21年9月6  

を用いた事も画期的である。   愚者への福音でもある。  巳）。   
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特  
年度  原著論文  

（件）  

研究課麺名  名   名   臨床的横点からの成果   ガイドライン等の晩発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

朋終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  匡l， 際   願 取  

得   

同種造血幹細胞は、生物製剤である遺  
血幹細胞を除けば、純然たる薬物療法  

造血幹細胞移植時に用いられる．免疫  通常薬剤は添付文書の用法、用土を歩  主任研究者は、日本造血細胞移植学会    である。従って既に方法論が確立してい  本研究損の研究成果は、国内外の学会   
抑制剤（シクロスポリン、タクロリムス）、  考に使用されるが、これは主に少数例  ガイドライン委員会のメンバーとして、  る薬物動態苧・糞力学的な研究によって  にて発表され、論文の形で公表されてい  
移植前処青菜（静注ブスルフアン）、合  の治験患者のデータに基づいて設定さ  「造血幹細胞移植後早期の感染管理」  薬物治療の最適化をはかる事は重要で  る。また、主任研究者は収集した薬剤エ  

再発等の難治性造血   併症治療薬く抗ウイルス剤）について、  れている。しかし．現実の臨東現場で  「GVHD」rHIA不適合血綾肴間遠血幹  あるとともに、確実に成果が得られる分  ビデンスのデータベースに基づき、造血   
蕃腫瘍lこ対する同檀  19  21  がん臨床研 究  森∵眞一郎              0  0  0  72  30  30  0  0  0                                                     多数の臨床薬理動態・薬力学試験を美  ま、高齢者、小児、肝腎陣書患者等、通  繹胞移植」「急性甘個性白血病」「予防  野である。しかし、わが国におけるエビ  幹郷地移植領域で適応拡大可能な薬剤  造血幹細胞移粗を用      施し、その至適投与法を確立した。特に  常の投与圭では遇王，過少になるリスク  按穐」などの日本造血細胞移檀学会ガ  デンスは絶対的に不足しており、現場で  の公知中吉附こ関する研究を実施し、芋  いた効果的治療法確      高齢者 

、小児、臓蕃機能障書などの特  を有する患者が多数存在する。本研究  イドラインの作成に関与した。また、新型  は個人の経験によるさじ加減や欧米の  会と製菓企業の協力のもと、フルダラビ   
立に関する研究  別な患者群における用量設定や」腋注  班が多数実施した臨床某理学的嶺眉の  インフルエンザの流行に際して、造血幹  データに基づいた治療レジメンがそのま  ンの「同性造血幹郷地移植前処置」及び  

製剤を経口製剤に切り替える場合など、  結果により、これらの患者に対しても安  聞胞移絶息者に対する「インフルエン  ま用いられているという現状がある。本  ミカファンギンのr造血幹細胞移植時の  
現実のl臨床現場で頻繁に遭遇する状況  
における薬剤エビデンスを旺立した。   た。   打開し、治療成穣の向上と治療技術の  

均霜化に大きく寄与し得るものと期待さ  
れる。   

再発ハイリスクのぴまん性大細胞型B紳  
地位リンパ裡（DしβCし）とマントル細胞リ ンパ（MCL）の回治療症例を対し  

腫初  て、治療強度を強めた導入化学療法と  
進行期難治性B紺地  

自家末梢血相他移格併用大王化学  
療法仏Pt）SC7一日DC）を確立することを  

た効果的治療に関す  トコールを完成し、後者は登録を開始 し 
リンパ阻こ対する大 王化学療法を併用し   
る臨床研究   、20症例が登録されている。この  

DLBCL及びMCLの予後は不良で．治癒  
率の向上が示唆され、将来棟峯療法と  

なりうる効果的で安全なヰ入療法の確  
立が期待される。   

化学療法先行治療vs．手術先行治療  我が国の卵巣がん年間死亡数は4200  
（標準治療）の第3相試験がlⅣⅠ∨期卵巣 がんを対象に進行中である。手術先行  
群での手術では目標ゴールは最大残存  
腫瘍径1Gm未満であるが、化学療法ヰ  

進行卵巣がんにおけ  

の確立に関する研究   る化学療法先行治療   19  21  がん臨床研 究  吉川 裕之       コース後の手術では目標ゴールは不明 であった。集2相試験および調査研究に より、最大残存腫瘍径ゼロの完全手術 であることが立証され．東3相試験にお いて．手術先行詳、化学療法先行群の 両群において明確な手術目積を持って  
手がれている 
術行わ。この点が、世界で 同時進中の2臨床R験よりも厳格とい  で2のに、 療法先行治療の特性を最大限に生か  

行  
える。   

し、厳密な臨床試験とすることができた。   

小児がん医療体制についてアンケート  
調査を実施し、注目すべき結果を待た。   
すなわちわが国の小児がん症例の約半  

高リスク神経穿腫を対よとする一様事的  数は、すでに小児がん治療施設としての  
神経芽畦におけるリ   治療の臨床！戒厳」により、従来治療の周  日本神経芽腫研究グループ（JNEISG）を  小児がん医療の集約化、高度書円化、      施設要件の比較的整った小児病院等の  平成19年度、20年度、21年度において   
スタ分矧こもとづく彿  糎点を修正し，今後の試験の比較対照  研究基盤とし、全神経芽催の症例登録、  均てん化等について実施したアンケート  一部の施設で治療されており、小児がん  研究成果発表会（一般向け）を開催し、   

19  21  がん臨床研 究  池田一均                 0  9  15  0  5  l  0  0  4                  準的治療の確立と均      成績とすることを目的に試験を実施し  中央診断、検体係属・利用のシステムを  鵠査鳩巣を集計し、アンケ岬ト調壬協力  医療の集約化は実態としてすでに始まり  広く国民に研究内容と結果を開示し、神  てん化および新規診      た。症例垂線を完了し、追跡を行ってい  確立した。また新規リスク診断などの基  施設へ配布した。これは小児がん医療  つつあることが示唆された。また施設要  緑芽種および小児がんの治療開発、医   
断・治療法の開発研  る。「遅塵局所療法の臨床試験jでは、  捜研究とともに高リスク欝を対象とする  体制の整備に際し、重要な資料となるも  件の充足度の高い施設が都市部を中心  療体制整備等の重要性についての理解   
究  化学療法終了後に局所治療を行うわが  に存在することが明らかになる一方、そ  

国独自の戦略を試みた。   のような施設のない地域もあり．希少な  

小児がんの治療、研究体制をどのよう  
に形成してい〈かについてはさらなる検  
討が必妻と考えられた。   

ー51－   
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年度  

原書論文  
（件）  

研究諜僧名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的横点からの成果   名  名  
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和  
始了  文   

得   

「がん患者の誇り」データベースは、患者  
メディアでの報道については、NHK  

インタビュー調査を通じて多様な患者側  rニュースウォッチ9」「クローズアップ硯  

験を可視化し、デ→タペースを安全に積  
代」「おはよう日本」rこユース7」で殿リ  

がん患者の意向によ  簗する方法の概要を把堰できた。それら  
平成21年3月19日の厚生労働省「がん  

る治療方法等の選択  を医療者教青．学術研究に活用する方  
に関する普及啓発想！炎会」公開シンポ  

を可能とする支援休  法についても知見を得た。現在英国  
ジウムにおいて、「英国における『がん当  

制整備を目的とした、 がん体験をめぐる「患  辛者の誇り』による普及啓発について」  
プはドイツ、スペイン、厳国にも広がって  

と瀕して、19年虔の研究計画の中で実  

者の指り」のデータ   おり、本研究班はそれらに先取けてウェ  施した英国DIPExの調査結果を、海外に  
ベース  ブページを公開し国内外の注目を浴び、  いの   

保健医療領軋こおける覚的研究のレベ  
ルアツブに貢献した。   支援するのに役立つ社会資瀕となること  サイト（ww．di叩X一っ．αg）において公開さ  

が期待される。  
れており、情報の追加・更新がなされて  
いる。   

生活皆慣病の発症と関係がある持久力  
の指標である最大酸素摂取王を日本人  エクササイズガイド20（褐で示された生活  

成人男女で測定し柑70年代の価と比較  習慣病発症予肪に必要な最大酸素摂取  
健康づくりのための  循環署疾患  したところ、男性ではすべての年代泥、 女は20及び30代で低下している  体前屈で示される柔軟性と生活習慣病 発症との開陳が示唆された 

性＃成   。今後は生  平成22年度から開始予完の 
ズガイド改定に関す  た。システマテイツクレビューにより生活  

る研究  運動基準・エクササイ  19  21   等生活習≠  田畑 泉  なっていることが示された。最大i酸素摂  瞥憤病発症をアウトカムとして必要な身  
取量を体格・体組成と日常の身体活劇  体活動量・体力の基準価を示すことがで  
（中等度以上の強度）でかなりの精度で  きる可能性を示すことができた   
予測できることを報告した。   

「日本人の食事横取基薗（20川年版）」  

文献学的研究のため、祉按の新たな発 見はないが、「日本人の食事摂取基準  
（～馴0年版〉Jを策定し、それを国のガイ  

循環器疾患  ドラインとして用いていくために、どのよ  

r日本人の食事摂取  19  21   等生活習慣  佐々木敏  
文献学的研究  

生活習慣病の 
研究  観点からの知見を得ることができた。」 九は今後、この分野の学術研究が選択  

すべき方向性を示唆する貴壬な知見で  
あると考えられる。   

与できたのではないかと考えられる。   
定やこの分野の書門家・専門職の情報 源としても有効利用できる文献データ ベースを檎簗できたものと考えられる。   

のと考えられる。   

平成16年に公表された日本人の食事摂  日本人の食事摂取基鶏（2010年版）に   日本人の食事摂取基層は、国や地方自  本研究の成果物である「日本人の倉卒   
取基斗（2即5年版）は、従来からの日本  おいては、これらを適切に活用するた  治休が担う栄養行政にも密接に関与し  摂取墓斗（2010年版）を適切に活用する  

食事摂取基讃の改定を踏まえた食事バ  
るいは策定の根拠等が大きく変化した。  ントやモニタノングを定期的に実施し、対  ランスガイドの見止しに関する検討につ  指導は自治事務となっていることから、  リまとめ牒髄（書）」を用いて、平成21年  
しかし、実践的な業務に対して望ましい  象の状況に応じた栄璽管理の見止しを  いては、平成21年度に厚生労働省健康  各自治体が個別に条例や規則を定めて  †2月に27ら、所で管理栄養士等を対象と  

日本人の食事摂取基   循環器疾患   活用浅については、具体的に示されな  求めている。これはいわゆる健康人だけ  局が設モした「日本人の食事抜取基準J  対応している。この際、日本人の食事膜  したセミナーを開催した。また、これとは  

19  21    由田 克士            0  0  4  0  6  l  0  2  3  研究  を少しでも改善するために、国内外から  1雲である。そこで、成果物（解説書）で  ま、具体的な内容が検討されている。ま  理栄養士等に対する研修などが課僅と  摂取基掌の活用に関わる教授法等につ  
の情報収集と整理、ならびに邑本人の  は．ライフステージ別あるいはリスク有  た、同委■会の最終報告書（平成2之年3  なっている。本研究では、地方自治体か  いてのセミナーも開催した。各参加者に  
食事跳取基準（2010年脹）に新たに示さ  無別に確認しておくことが望ましい検査  月）中の記軌こ関して資料として用いら  らの問い合わせや情舶是供の依頼が  対してはアンケートを実施し、この分野  
九た活用の基礎嘩儀の考え方をより具  項目等を具体的に示すなど、臨床的観  れている。   あった場合、積極的に対応し、研究成果  における課鰭の明確化と共に、この種の  
休化するような成果物等の提案とこれら  点からも食事摂取基準を活用できるよう  の還元を行うと共に、現場サイドからの  取り経みに対する期待の大きさ明らかと  
を用いた普及啓発活動を行った。  な検討を行っている。  意見や要望の吸い上げも行った。  なった。   

－52－   
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年度  

原著論文  
（件）  

研究課飴名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的ヰ術的観点からの成康   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

得   

平成19年庚：10月28日滋賀県彦根市  
日本人の食事摂取基準（2010年版）の  

日本人の食事摂取墓  改定に必要なエビデンスを捷供した．具  

準を改定するための  尿中ビタミンおよぴミネラル排泄量が栄  体的には．妊婦に対するナイアシンの付  

エビデンスの構築に  循環器疾患  書持株の有効な代替指標として利用で  加が不要であること，母乳中のクロム，  

モリブデンの価を示したこと．母乳中の ビタミン含王を明確にしたこと．哺乳量を  
取王のバランスの解  関する研究一徹豊栄 養素と多王栄養素摂   

を客観的に評価できることを示した．   
示したこと．ビタミンの相対生体利用率  

明－   
を示したこと，授乳婦の付加丑の算出方  
法を統一化したこと．などである．  

事」12月4日福岡県小食市「新しくなった  

食事摂取基嘩」   

医療サービスの専門職として参画できる  
諸外国における栄養専門韓の養成一書  平成21年度流山市栄養士研柊会におけ  
成体制においては、栄養ケアに関する  る学校給食幸美の一環として学校給食  

保健・医療サービス  循環巻疾患  
る諸外国における栄養専門稔の教育制   

研究   等における栄養ケア の基盤的研究  19  21   等生活習慣 病対策総合   頴永 美幸    実践lこ必要とされる能力（comp8tOnGy） の基準を明確に示し、臨床研修（イン ターンシップ）等を通じて現場指導者の もとで実践経験を積み習得させているこ と、さらには国家政策を反映した実践能 力の最低基準を習得した必要数を養成  としての質の保証に向けた体制につい て紹介した 
したうえで、生涯教育を組み込んだ育成  。学校給食分野においても今  
体制を構築し、栄華ケアの箕を保証して いることを明らかにした 後の億能基準のあり方を検討する必要  

。   能力レベルの向上が期待される。  があるのではないかと考える。   

が期待される。   

本研究の目的は、わが国の中高生の喫  
わが国の主宰な健康課題をモニタリン  

未成年の喫煙・飲酒  循環峯疾患  グすること、課麹を明らかにし、対策を改 め 
鵠査票の開発を行った。  草するた、新たな問憶を検討するこ と、腱康日本21および健やか親子21の  

研究   状況に関する実態調 査研究  19  21   等生活習慣 病対策総合   大井田 隆   煙及び飲酒実態とその動向を明らかに し、変動に影せを及ぼす要因の関連を 検討し、わが国の喫煙、飲酒対策の推  最終評価のための情報を得るためにこ  
進方策を検討することである。   

の調査を実施した。   

平成21年11月7日に、慶應義塾大字信  
既に基礎疾患を有しかつ頸動脈におけ る中院内性根合体肥陣を毒する者にお  濃町キャンバスビて、「満と健康」－アル  

若年者、女性の飲酒間麺，飲酒運転な どの飲酒に伴う社会間絶の実態も解明    いては、20g／8前後の少王の飲酒習慣  コールとの上手なつきあい方－と施し  

であっても、それがメタポリツウシンド  

わが国における飲酒  され、今後の介入の方向性を示すもの  し、それを用いた介入の長期の効果を  ル依存症との関係について検討し、欽  表会を行った。講師は。石井裕正虚腐  

の実態ならびに飲酒  循環器疾患  ロームや動脈硬化の進展に悪影響を及 ぱしていることが示唆された 

病、公衆価生上の渚  に間違する生活習≠   。アルコー ル性肝硬変、大酒家肝紺地癌において でも肥満・2型糖尿病の合併が多く 
間態とその対策に開  研究   、肝 化 
する総合的研究   機権，肝癌発症の危険因子と考えら れた。急性捧炎および慢性掟炎につい  

ての検討では、アルコール性が急性膵 炎患者の～9、5L慢性障炎患者の64．9兄  
明らかになった。  を占め、依然として主要な成因であるこ  影智を低減するための計画策走につい  

とが明らかになった。   なった。   て、参加された市民に伝える機会となっ  
た。   

－53－   



特  
年度  

原著論文  
（件）  

研究課鵠名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名  

開l終  和  
始了  文   

得   

虚血性心疾患に対する外来通院型心臓  全国実臆調査偏析により、心臓リハの  
リハビリテーション（リハ）の効果を多施   収支バランスは施設ごとのばらつきが大  平成20年11月1日に市民公開講座を開   
設調査により検討した。急性心筋梗塞  及しているものの、退院後の外来通院  きいことおよぴ、わが国の平均的施設で  催し一般市民115名の参加者を得た。ま  

血血性心痛應に対す   日本循環暮学会の「心血管疾患にお けるリハビリテーションに関するガイドラ  
る外来型心臓リハビ  循環暮疾患   

イン（2【氾7年改訂版）」（日本循環峯学会 ホームページhtuノ／w岬山一  

のエビデンスの確立  ′19  21    後藤巣－  37  34  139  巴  皿  0  0  0  2  
と普及方策の検討に  研究  ci忙．αJp／即id81in8／pd〝JCS2007、nd帽「 8九p㈹の次期改訂においては、本研究  
閲する多施設研究  と非施行群107例の予後を調査し、心臓  勒耐容能や冠危険因子の改善に加え  欧米の心臓リハブログラムでは、栄養  査した結果、一般健常者5716名のうち  

班の成果が取り入れられるべきである。  
に大きく、3年後までの心疾患再入院奉  が国で初めて示した。今後は外来心臓リ  口負担額が低く、プログラム完了辛が高  いなど、心臓リハの社会的認知度が著  
が有意に低いことを明らかにした。これ  く、第Ⅲ帝リハヘの連携が整備されてい  
らはわが国で初めての知見である。   るなどの新知見が明らかになった。   

本研究では研究成果かになったヒスタミ  
ヒスタミンと心不全の   循環碁疾患   ン刺激と心筋代謝り♭不全とのかかわリ  本研究は、心不全の本態である心筋機     l  ガイドライン等については、矧こ本研究   アメリカ心臓病学会にて発表ワ海外情報  
湘遵についての検討  内容は特  出顔中；あり 特   誌に記事が満載され世界中に本研究   

ロッカーは心不全を  研究  かる薬剤の効果確認試験をおこなうこと  物学的メカニズムからみた心不全の理  、て ていきたい。   19  21    北風政史                      5  74  10  0  44  18  『  0  0   －H2レセプターブ    等生活習慣   を明確にし、さbにそのメカ＿ズムの分 子生物学的解析および多施軌こよるか  能不全に即して新しい別添から検討す るものであり従来の研究による分子生  内容は反映されていない。今後、学会等  本研究脊 許を で、 許を取得できれば創菜などに働きかけ  内容が情報発信されている。また、ブラ      病対策総合       本研究内容を伝達し、積極的に働    ンス」睦国の製薬メーカーから本研究か  ツ  
改善するか  により心不全の病態を新しい側面から  らの創業について聞い合わせがあった。   

明らかとする端緒となった。   

全17施設1797例（CABG群1243例．PCl  

群654例）、C八日G群でInsulin、腎機能陣 嘗等量症例が有意に多かったが、1．生 命予後はCA8GとPClで同等。1nsu柚例  
最期遠隔成棟からみ   循環菩疾患   ではCABGの方が良好2．MACEはPCI後   

19  21    小林膿二郎  
に関する研究  研究  再狭利こよるreint8川8nt10∩3，両群で  邦のデータからも裏付た。この成果を臨  スグラフトと手術術式の選カイドライ  つ 本邦のデータからも心事故回避や  こて20年2月 21年4月 同年9月に取り         HbAIc価¢．5％以上と以下との比較では、  

予後に善がないが、HbAIc＞9％では  

CA8G術後の死亡やMACE発生が多 い 
、などの結果をヨーロッパや複数の国  される予定である。   

内学会で公表した。   
る。   

健♯人における心血管病の発症・死亡  
をエンドポイントとした吹田研究（2．咄7  

ヒトサンプルや動物試験の結果から、酸  
化しDし受容体（LOX－1）が、血管壁への  し0×－1リガンド量およびしOXIndexは、こ  

腑質沈着、血栓形成、動脈硬化よ形  
マーカーとなることが明らかとなった。特  高血圧と並ぷ新しい危険因子が明らか   れまでの既知の危険因子とは独立した  LOXリガンドおよぴLOXiれ由xの心血管 痛発症予知の可能性に対する成果は 

、 国際誌（Clin；G81Ch8mistry2010年S6   
関する研究  
動脈硬化性疾患の発  19  21  循環器疾患 等生活習慣  沢村達也  

的に虚血性心疾患の危険因子と考えら   
しOX－1を介して心血管における生理作  えられる。   
用を発現していることが明らかとなった。   

リスクをよく予知することが明らかとなっ  
た。   
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特  

年度  
原著論文  

（件〉  

研究課題名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン篭の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  和 文  英 文  
始了  等  和 文   

得   

後ろ向き観察研究の結果から以下の点  
が明らかとなった。1、本病婦は動脈硬 化とは異なると考えられる 

。2、日本人と 欧米人で病態の進行促應眉子が異なる  
日本人における動脈  循環器疾患  
硬化性大動脈弁膜疾 患の発症・進展予防  

病対策総合  可能性が示された。3．軽症段階と高度 進行例では病態促進因子が異なる可能 性が示された。4、高座進行例では内科  
に関する研究   研究   的介入は困難と考えられる5、軽症例で は 

、アンジオテンシン受容体描抗凄によ り病態の進行を遅延させうる一方．ワル  
ファリンには大動脈弁石灰化促進作用  
を認めることが示唆された。   

r多目的コホート（JP  

HCコホート）」におけ  循環器疾患  糖尿病の発症、糖尿病の与えるインパ  

ウシンドロームの発症  る糖尿病・メタポリツ   該当せず。   該当せず。   0    6  0  0  0  0  0  0   

要因と実絶分析に関  研究   ンスを発信し、大いに成果を挙げた。   

する研究   

多施設コホートを基  龍負荷検査は予後と映像があることが かっ 

盤とした糖尿病・メタ  分た。しかし．絶島荷検査自身受診 にし 
循環墨疾点  舌対て、時Ⅶ的、権済的、複数の採  

財団法人循環暮病研究振興財団の  
ポリッウシンドローム  発行する冊子「平成21年度厚生労働  
の発症要周と脳卒 中 特になし  科学研究費循環器疾患等生活習慣病  

・■b紡錘真の発症  研究   して、HOMA指数が考えられた。今後さ らに慎重に検討を行い、感度特異度の  対策総合研究事業及び推進事業」の取  
に果たす役割に射す  点い項目を検討して、生活習慣改善の  リ上げられる。   
る前向き研究   方策を賀することができるようにする。   

（1〉鵬tlの予備段階ではBMDは増加  
し．骨組葦症を併発しないがMoトsが進 行して血管が硬化し 

，動脈硬化を来たし  

わが国の女性におけ  てくるとBMDは低下し．骨組環症化を呈  

る生活習慣病の実態  循環暮疾患  するので，M成一Sと骨組轄症は併発する  

把握と発症要田の探 索及び介入に関する  特になし   特になし   0  9  10  0  67    0  ○  0   

研究   研究   体脂肪面積が大きい対象者では．連動  
エネルギー王が増大していることが判明  
した。（3）AGE阻讐因子である8SRAGE  
はVF九hsCRP．インスリンとの間に有  
意な負相関を認めた。   
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特  

年産  
原著論文  

（件）  

研究課題名  研究書業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  名  
吐床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成案   その他のイン／くクト  出  

開終  
姶7  和 文  英 文 等  細 文  美 文 等  国 内  国 際   麻 取  

得   

特定保健指導積極的支援について、6  
か月、1年後の評価をおこない、保健指  

地隕職域における  循環器疾患  
生活習慣病予防活  
動・疾病管理による  
題療貪適正化効果に  病対策総合  が代謝指標や血圧、メタポリツクシンド ローム判定の改善と関連があることを  
闇する研究   研究   示した。Pr叩8nS止yScor8M故ching法に  

中日新聞等にとりあげられた。   

て、短期的な医療貧抑制効果を観察し  
た。   案した。   

行動変容を促す付紐  今回は、行動変容を目的として、食行  
循環署疾患  勤の変化、運動の習慣化、体王・BMl・  

特定保腱指導実施権鋤から、某施設  
提供ツールの開発と   

20  21   等生活謬慎  上田 由書手    腹囲の滅′J、を評価した結果開発シス   今後 特定保住持ヰ等に反映させてい   の職員に対する健康講座（40人ぐらいの  0  0  0  0  7  0  0  0  0   
ム予防効果に関する  研究  リツクシンドローム予防プログラムとして  として、今回のⅦ発システムを提案して  

研究  活用できることが示唆された。   と考えられる．  
もよいか（22年虔）依頼がある。   
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特  

年度  
原書論文  

（件）  

研究課越名  研究事業    研究者代虚名氏    専門的・芋術的観点からの成果   名  名  
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開】終  
姶了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   臨 取  

得   

特定保健指導のアウ  「保健指導サービス晶重曹理システム  
トソーシング先に対す  循環苓疾患  導入支援ガイド」の開発よって、自主的  

「保健指導サービス品隻管理システム  
なシステムヰ入の取り績みが進むこと  導入支援ガイド」に含まれる「保健指導  国立保健医療科学院での研修会や、都  

評価ガイド」を利用し  る「保健指頭の貫の   品質管理システムガイドラインJは、品質  道府県での研修会において．講演の中  

た質の管理・促進に  研究   の導入の際の技術的な指針になると考  管理のためのガイドラインとして用いる  で紹介した。   

関する研究   えられる。   
ことができる。   

1，検査の外部委託基準の改善策の作成  
1．H8、K、C】、Ca、P、LDH、ALP、アミ  は、国の緊急の課堰である臨床検査の  

循環器疾患  

り方に関する研究   
2  2  4  2  4  0  0  3  0   

研究   健診の精度管理の在   21  21   等生活習慣 病対策総合   渡辺し 清明   ラーゼ，総ビリルビン、TSH、f帽8T4、 APTT、PT、フィブリノゲンの検査におけ る採血時間や検体取り扱い方法の適切 な検査執事恥を確立した。2，臨床検査に 不可欠な検査分野を決め、最低限の睾 件としての機番・設備および精度管理雲 件を設定した。3．健診に用いるほとんど の検査項目の標準コードを策定し、コー  
ド検索を支援するソフトウエアを開発し た。4．健診欄朋の組織体制、受診者・判 用者の満足と安心 

、事業の質の確保の  れた事は、今後行政が予防医学を国民  
領域で明確な評価基準を作成した。   に適正に展開するにあたって非字引こ有  

用と考える。   

①一般市民に対する効果的な啓発活動  

（D効果的在脳卒中市民啓発活動は、テ レビCMなどマスメディアの利用であるこ とが明らかとなった。また脳卒中啓発活 康に要する装用対効果が明きからと  
超急性刑道梗塞患者  

1世帯あたリ109？165円である。②各医  

の救急搬送及び急性  循環器疾患  

究   耕病院受け入れ体制 に関する実態調査研   19  21   等生活習慣 病対策総合 研究  木村 和美      なった。②地域における急性期脳卒中 愚者搬送体制lよ、管轄する消防本部ご との特性に依存することが明らかになっ た。③急性期脳卒中患者受け入れ体制  の病院間 

、地域間格差が存在し、その 是正には、テレビt話を用いた遠隔医  
療システムの構築が有効であることを示  
した。  

ない病院でトPA療法が実施可能とな  
リ、患者転帰が改善する可能性が示唆  
される。   
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